
　 株式会社 中津山熱処理（以下、当社）
は、昭和３７年に長岡市北園町に三協化
熱として創業し、昭和４１年の工場新設
とともに、中津山熱処理として発足後、
昭和６３年９月に現在の株式会社中津山
熱処理となりました。
　当社は、真空熱処理加工、イオンプレー
ティング処理加工、真空ロー付加工を主
な事業として展開しています。真空熱処
理加工においては、高速度工具鋼や各種
ダイス鋼、ステンレス鋼、その他特殊鋼
などさまざまな金属の熱処理加工を行っ
ています。また、特殊真空熱処理として、
特殊生地を熱処理することにより、電磁
波シールドの製作も行っています。電磁
波シールドとは、誤作動が許されない心
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臓ペースメーカーの電磁波防護やＩＨ調
理器などから発生する電磁波から妊婦さ
んを守るなどの用途があり、当社におけ
る電磁波シールド製法は特許も得ていま
す。時代の変化に伴う顧客の幅広いニー
ズに対して、現存する真空技術を応用し
て新たな製品を生み出していくことによ
り、さらに会社として成長していくこと
ができるのだと感じました。
　 また、当社は顧客のニーズに応える
ため、積極的な設備投資をしており、製
品の目的に応じた熱処理炉を設備してい
ます。設備投資は炉だけでなく、各種測
定機器や洗浄装置などにも及んでおり、
品質管理と品質向上という点に非常に気
を配っていることが工場を見させて頂

き、改めて実感することができました。
製造工程での洗浄作業はとても重要であ
り、洗浄作業により製品のできが変わっ
てくるということも言われていました。
しっかりとした品質管理が顧客の信頼を
得るために重要な点なのだと思います。
　中津山社長は、仕事は楽しんで行うこ
とが大事だと言われており、楽しみなが
ら仕事に取り組むことで、効率良く仕事
をこなせるようになるということでし
た。今回の中津山社長のお話を伺い、工
場を見学させていただいた中で、仕事を
楽しむという大切なことに気付かされま
した。

　機械創造工学専攻 修士１年 山川　歩

　株式会社 丸栄機械製作所（以下、当社）
は昭和６年，スキー金具の製作を主業務
とする「岡部鉄工所」として創業され，
その後，旋盤製作に着手し，昭和３９年
には自社ブランド「ミグ」シリーズの販
売を開始しました．以来，多様化する顧
客ニーズに応える形で，円筒研削盤およ
び内面研削盤を中心とした各種研削盤の
開発・製造・販売をして現在に至ります．
　当社の強みとして，社内一貫システム
で，顧客の多様なニーズに迅速かつ柔軟
に対応できる点が挙げられます．ゼロか
ら開発する専用機はもちろん，標準機種
においても顧客ニーズに応じたオーダー
メイド機を供給しています．岡部社長は

話の中で，いつどのような注文が入って
も対応できるように，必要な前段階の組
み立て等はすべて終わらせ準備している
と仰っていました．
　また，得意とする小型精密円筒研削盤
は加工対象が金属のみでなく，セラミッ
クス，ゴム，樹脂と多岐にわたるため，
機械部品のほか医療機器部品，半導体・
液晶製造装置用部品など産業界のあらゆ
るジャンルの精密部品が当社の研削盤か
ら生み出されており，特に，極小円筒部
品の加工を可能にする小型精密円筒研削
盤では競合他社を大きくリードする技術
力です．さらに，このような高い技術力
は国内のみならず韓国，台湾をはじめと

する世界各国でも高く評価されており，
現在，全製品のうち半数以上の製品が海
外に流通しているそうです．今後，より
一層の高付加価値を実現するため，高精
度・高効率加工やさらに小型精密部品の
加工，新素材への対応といったテーマに
も積極的にチャレンジを続けていくとの
ことでした．
　今回の宮内工場見学により長岡の中小
企業の技術レベルの高さ，ならびに世界
を舞台として活躍されていることを知
り，改めて，日本の技術力を支えている
のは中小企業であると感じました．　　
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